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    Chronic irritation or infection may cause a neoplastic hange in the uroepithelium. Our recent 
experience with two cases of transitional cell carcinoma associated with such stimuli is reported. A 
58-year-old woman was found to have staghorn stone in the left kidney and underwent nephr-
ectomy because of an atrophic kidney. Transitional cell carcinoma was incidentally identified micro-
scopically on the renal pelvis of the removed kidney. Subsequently surgery was elected to remove 
the residual ureter and the retroperitoneal lymphnodes, both of which turned out to be non-malignant. 
Then, she was treated by combination chemotherapy with CTX, ADR and CDDP. The second 
case was a 77-year-old woman who had had a 15-year history of an indwelling ureter catheter after 
gynecological surgery. Because of purulent discharge without any urine production, she underwent 
nephrectomy for a contracted kidney. 
   Histology revealed transitional cell carcinoma on the pelviureteral junction. The postoperative 
courses were uneventful in both cases: they were followed up for 6 months and 9 months respectively 
without any recurrence of the disease. 90 cases of renal pelvic tumors associated with renal stones 
were collected from the Japanese literature and reviewed.
























知 せ ず.左 腎 部 に圧 痛 あ り.
入 院時 検 査 成 績=血 算;白 血 球 数7.2×103/mm3,
赤 血 球 数3.69xlo6/mm3,Hblo.29/dl,Ht30.4%,
血 小 板 数329×103/mm3生化 学;GoT8,GPT5,
ALP5,7,総 蛋 白7.69/dl,アル ブ ミン4.49/d1,
BuN17mg/dl,ク レア チ ニ ン1.1mg/dl,Na145
mEq/1,K4.8mEq/l,CllO5mEq/1,Ca5.OmEq/1,
血 沈102mm/hr,出血 時 間,凝 固時 間 と も に 正 常.
尿 検 査;尿 蛋 白(一),尿 糖(一),尿 沈渣 赤 血 球1～
5/hpf,白血 球 無 数/hpf尿 細菌 培養;collpmebacterium
104/ml尿中電 解 質;正 常,心 電 図;正 常 胸 部 レ線
検 査;異 常 な し.
臨 床 検 査:排 泄 性 腎 孟造 影 に て左 腎 に 珊 瑚状 結 石 及
び 水 腎 症 を認 め た(Fig.1).超音 波 検 査に て,腎 実
質 は 菲 薄 で 腎孟 は中 等 度 の拡 張 を 示 した。 左腎 結 石,
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山口 ・ほか:移 行上皮癌の2例 849



















































知 せ ず.左 尿 管 皮膚 痩 周 囲 に 圧 痛 あ り.
入 院 時 検査 成 績1血 算;白 血 球 数5.4×103/mm3,
赤 血 球 数4.13×106/mm3,Hb12.89/dl,Ht37.7%,
血 小 板 数242×103/mm3生化学;GOT33,GPT
17,ALP7.1,総蛋 白7.49/dl,アル ブ ミン4.49/dl,
BuNl5mg/dl,ク レア チ ニ ン1.3mg/dl,Na151
mEq!1,K4.4mEq/l,Cl112rnEq/},血沈25mm/
hr,CRP(一),出 血 時 間,凝 固 時 間 ともに 正 常 。 尿
検査;右 腎 尿 で は,尿 蛋 白20mg/dl,以下 尿 糖(一),
尿沈 渣 赤 血球 少 数/全視 野,白 血球 多 数/hpf,左
腎 尿 で は 尿検 査 施 行 せ ず.尿 細 菌 培 養;両 側 腎 尿 に
P.aeruginosaを107/m1以上 認 め た.尿 中 電 解 質;
正 常,心 電 図;正 常,胸 部 レ線 検 査;異 常 な し.
臨 床 経 過:排 泄 性 腎 孟 造影 に て左 腎 は 描 出 され ず,
尿 管 皮 膚 腰造 影 では,左 腎孟 腎杯 の 変形 拡 張 を 認 め た
(Fig.5).
左 萎 縮 腎 と診 断 し,1983年12月2日 手術 を 施 行 し
た,手 術 は 全 身麻 酔下 に 左 腰 部斜 切 開 に て 後腹 膜 腔 に
到 達 した.左 尿管 は 皮 膚 痩 周 囲 の皮 膚 を 含 め切 除 し,
それ と一 塊 に 左 腎を 摘 除 した.左 腎 は 周 囲 組織 と中 等
度 癒 着 して い た.
病 理;摘 除 腎 の腎 孟,尿 管 は拡 張 し,腎 実 質 は萎 縮
して い た,組 織 学 的 に は,腎 孟 尿管 移 行 部 に 浸 潤型 移
行 上 皮 癌 を 認 め た(Fig.6).G3,stagcBであ っ
た 。 腎 組 織に は拡 張 した 尿 細 管 は認 め られ た が,糸 球
体 は ほ とん ど認 め られ な か った.
術 後 経 過 は良 好 であ った.術 後 施 行 した膀 胱 鏡 では
異 常 所 見 を認 め ず,同 時 に 施 行 した 膀 胱 洗 浄 細 胞 診 で
はclassIIであ った.1983年12月23日退 院 した,術
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験例では2例 とも移行上皮癌であったが,両 者 とも腫
瘍組織の一部に 扁平上皮化生 と思われ る所見を認め
た,これが,移 行上皮癌の扁平上皮化生であるか,又






















































































泌 尿 紀 要21=907～909,1975
3)金 重 哲 三 ・水 野 全 裕 ・吉 本 純 ・陶 山 文 三 。棚 橋
豊 子 。朝 日 俊 彦 ・松 村 陽 右 ・大 森 弘 之=結 石 と 合





















10)岡 道 基:結 石 を 合 併 せ る 腎 孟 尿 管,尿 管 癌 の 各
1例.西 日泌 尿35:330～341,1973
11)増 田 富 士 男 ・工 藤 潔 。町 田 豊 平 ・佐 々 木 忠 正=
腎 孟 扁 平 上 皮 癌 の 予 後 一 術 後3年 経 過 し た 腎 孟 扁
平 上 皮 癌 の1例 一.臨 泌30:501～505,1976
12)菱沼秀 雄 。増 田 富士 男 ・佐 々木 忠 正 ・荒 井 由 加 ・
小 路 良 ・陳 瑞 昌 ・町 田豊 平 ・小 坂 井 守=腎 孟





14)赤坂 裕 ・溝 口周 策 ・楊 国斌 ・中 山創 生:腎 孟
移 行 上皮 癌 の2例,附 本邦 報 告例 の 統 計 的 観察.
日泌 尿 会誌55=182～191,1964
15)堀米 哲 ・菅 原 剛太 郎=珊 瑚 状 結 石 を伴 え る腎 孟
扁 平 上皮 癌 の1例.臨 泌21:1027～1032,1967
16)田中広 見:結 石 を伴 っ た 腎孟 移 行 上 皮 乳 頭 腫 の1
例.広 島 医学22:1152～1158,1968
17)杉村 克 治:結 石 に よる部 分 的 水 腎 を 伴 った 腎 孟 移
行 上 皮 癌,泌 尿 紀 要15:553～557,1969
18)田利 清 信 ・宗 菊 次 郎 ・野 坂 謙 二:サ ンゴ樹 状 結 石
を伴 う腎 孟 扁 平 上 皮 癌 の術 後再 発 に 対 す る ブ レオ
マ イ シ ンの治 療 成 績.日 泌 尿 会 誌63=283～288,
1972
19)平岩 攻 治 。山本 修 三 ・沼 田 明 ・横 田 武 彦 ・今川
章 夫:結 石 を 合 併 した 腎 孟 腫 瘍 の2例.臨 泌32;
957～961,1978
20)蟹本 雄 右 ・説 田 修 ・坂 義 人 ・河 田 幸 道 ・西 浦
常 雄 ・下 川 邦 泰 ・宮 下 剛 彦=巨 大 腎 結 石 に 合併 し
た 扁平 上 皮 癌 の1例.泌 尿 紀 要27=163～170,
1981
21)林 正 ・滝 洋 二 ・町 田 修三=移 行 上 皮癌 お よ
び 結 石 を 伴 った 腎 孟 腎 杯 憩 室 の1例.泌 尿紀 要
28:199～202,1982
22)辻 一 郎 ・黒 田恭 一 ・高 瀬 吉 雄:尿 路 上 皮 化生 の
研 究(第2報)家 兎 膀 胱 内 結 石 挿 入 実 験.目 泌尿
会 誌42:306～312,1951
23)加藤 篤 二 ・宮 崎 重 ・八 田 栄 造=尿 路 の 前癌 状 態
に つ い て(III)結石 性 腎 孟 の増 殖 性 変 化 に つ い
て.外 科 の領 域2:461～468,1954
24)楠 隆 光=腎 孟 粘 膜 「ロイ コ プ ラキ ー」=就 テ.
日泌 尿 会 誌29=669～686,1930
25)志田圭 三 ・駒 瀬 元 治=腎,尿 管,膀 胱 別 除術 を施
行 した 腎,尿 管,膀 胱 乳 頭 腫 の1例.臨 皮 泌5:
318～321,1951
(1985年9月11日受 付)
